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国際交流・韓国

　私たちが生活する中で必ず必要となる身分証明書。日本ではマイナン

バー制度が始まったことで複雑な手続きの際に時間が短縮されるように

なりました。

　韓国でも日本のマイナンバーのような制度があります。それは「住民

登録番号制度」と言います。この制度は、1968年から始まりました。当

時の韓国は北朝鮮と対立しており、北朝鮮からのスパイを見分けるため、

この制度が始まりました。

　住民番号は全国民に付番される13桁の数字で、１人１番号となってい

ます。また、一度決められた番号は一生変わることはありません。一般

的に出生申告をすると番号が与えられますが、外国人の場合は、在留資

格（ビザ）を持っていて90日以上韓国に滞在する人にのみ、住民番号が

与えられます。

　それから、住民番号が記載された「住民登録証」という身分証もありま

す。これは、日本の個人番号カードのように、顔写真が載っている公的

な身分証になります。しかし、満17歳になる月の翌月から１年以内に

申請しなければ罰金が発生することや、両手の指紋が記載されるところ

は個人番号カードと異なっています。

　こうして作られた住民登録証は、行政・金融機関での手続き（インター

ネット手続きも含む）、選挙、社会保険の適用、納税など、生活のあらゆ

る場面で本人確認の資料として活用されています。

　このように、韓国ではオンライン・オフラインを問わず、国が住民番

号一つで個人を管理できる仕組みになっています。利便性が高い反面、

住民登録証の盗用・悪用が増えてしまいました。そのため最近では、住

民番号の前の６桁（生年月日）と携帯電話へ送られてきたパスワードを合

わせるなど、複数の方法で本人確認が行われています。
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